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はじめに 研究所長　魚住　孝至

Ⅰ．平成20年度（2008. 4～2009. 3）のプロジェクト研究
A．特定課題研究プロジェクト

　１．日本の武道文化の成立基盤　―新陰流と一刀流剣術の研究を通じて ──── ⑴166
　　　○魚住孝至　　立木幸敏　　吉田鞆男　　大保木輝雄　　仙土克博
　　　　朴　周鳳　　中嶋哲也　　長南信之　　
　　　•新陰流勢法研究４「天狗抄」「極意之太刀」

　２．武道の国際化に伴う諸問題Ⅱ ────────────────────── 　1
　　　○柏崎克彦　　魚住孝至　　大矢　稔　　松尾牧則　　立木幸敏
　　　　井下佳織　　木村恭子　　アレキサンダー・ベネット

　３．「武道健康論」研究　―武道が健康観や健康の精神性などとどのような
　　　関連を持つか― ──────────────────────────── 23
　　　○小林啓三　　田邉信太郎　　石塚正一　　木村寿一　　小林正佳
　　　　近藤雄二　　阿久津洋巳　　阿部哲史
　　　•伝統的健康論の立場から
　　　　国際的状況下における健康概念の見直しと武道健康論探究の課題……田邉信太郎
　　　•宗教学（舞踊論）の立場から
　　　　「筋肉による繋がり」？……小林正佳
　　　•健康生成論の立場から
　　　　武道が健康におよぼす影響を「健康生成論」の視点からみる　―外国人武道家　
　　　　を対象とした分析―……小林啓三　　近藤雄二　　木村寿一　　阿部哲史
　　　•心理学の立場から
　　　　スポーツ外傷・障害と武道・スポーツ選手の心理的健康についての研究

……石塚正一　　阿久津洋巳　　
　　　•総括

　４．デジタルハイスピードカメラを用いた、武道における各種動作の撮影、
　　　およびそのデータベース化 ─────────────────────── 63
　　　○石毛勇介　　宮腰浩一　　丸橋利夫　　井上哲朗　　立木幸敏
　　　　井下佳織　　木村恭子　　小西由里子　　黒川道子　　松尾牧則
　　　　山本　博　　井上　弘　　黒田敦子　　大倉和寛



B．一般公募プロジェクト

　１．武道体験の心身論的研究に関する諸課題
　　　―研究戦略の設定に向けて― ────────────────────── 71
　　　○田邉信太郎　　石塚正一　　阿久津洋巳
　　　　•武道体験の心身論的研究戦略に向けた一考察……田邉信太郎
　　　　•試合準備・試合結果の満足感がポジティブ感情・ネガティブ感情と
　　　　　ストレスに及ぼす影響……石塚正一　　阿久津洋巳

　２．中国武術史及び中国武術の専門用語に関する研究 ───────────── 89
　　　○林　伯原　　周　佩芳　　野田昭彦　　原田直之　　林　一周
　
　３．障害者への武道普及方法に関する研究 ────────────────── 113
　　　○松井完太郎　　高見令英　　丸橋利夫　　木村寿一　　矢崎利加
　　　　井下佳織　　アレキサンダー・ベネット　　阿部哲史

　４．高校柔道選手におけるコンディショニングの実態調査 ─────────── 121
　　　○宮腰浩一　　山本利春　　笠原政志　　石井兼輔　　越野忠則
　　　　樗澤隆治　　矢崎利加　　井下佳織　　永井将史　　酒井　剛
　　　　小清水貴子　　増岡大介　　寺町巧平　　内山善康

Ⅱ．研究所を活用した活動───────────────────────── 169

財団法人　日本武道館主催　第21回　国際武道文化セミナー
１．開催要項・日程表

２．参加者名簿・参加者の傾向

Ⅲ．国際武道大学研究倫理規程

１．研究倫理規程 ────────────────────────────── 174

２．「ヒトを対象とする研究」倫理規則───────────────────── 177

３．「動物を対象とする研究」倫理規則───────────────────── 179




